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飲食 


人 @ 飲食 の 法 的 位置 づけ : 











本 来 全て の 有益 な も の と 良い も の は 合法 で あり 、 全 て の 有害 な も の と 悪い も の は 非 合 法 
で す 。 そ し て 信頼 性 の ある イス ラー ム 法 的 根拠 に よっ て 禁止 され て いる も の や 、 明 確 に 時 
い 性 質 が 確証 され た も の を 除い て は 、 全 て の 物 の 本 質 は 合法 性 な の で す 。 



















































































1ー ゆ え に 僅 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 、 心 身 に 有益 な 全て の 飲食 物 や 衣服 類 な ど を 合法 
化 さ れ ま し た 。 そ し て それ は 、 し も べた ち が そ れ ら を 崇高 な る アッ ラー へ の 服従 行為 に お 
ける 活力 や 助力 と する た め な の で す 。 


























至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 人 人々 よ 、 地 上 に ある 合法 な よき 物 を 食べ る の だ 。 そ 
し て シャ イタ ー ン の 歩み に 従っ て は な ら な い 。 実に 彼 は 、 あ な た 方 の 明らか な 敵 な の で あ 
る か ら 。 四 (クル アー ン 2 : 168) 


2 一 そし て アッ ラー は 全て の 有害 な 物 、 及 び 益 より も 害 の 方 が 多い よう な 物 を 、 禁 じ ら れ 
まし た 。 ア ッ ラ ー は 全て の 物 か ら 良 い 物 の み を 私 た ち に お 許し に な られ 、 悪 い 物 を 私 た ち 
こ 禁 じ ら れ た の で す 。 至高 の アッ ラー は その 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
こつ いて 、 こ う 形 容 さ れ ま し た : 史 彼 らち (ムスリム ) に 善行 を 命じ つつ 悪行 を 禁じ 、 よ き 
物 を 合法 と し つつ 悪い 物 を 禁じ る 。 相 (クル アー ン 7 : 157) 
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⑯ 食物 が 人 間 の 身体 に 与え る 影響 : 











人 間 が 口 に する 食物 は 、 そ の 性 格 や 振る 舞い に 反映 され ます 。 

つま り 良 い 食べ 物 は 人 に 良い 影響 を 及ぼ し 、 同 様 に 悪い 食べ 物 も 人 に 悪い 影響 を 及ぼ す 
の で す 。 これ が 、 テッ ラー が その し も べ に 対し よい 物 を 摂取 する こと を お 命じ じ 守 が なり 画 
い 物 を 禁じ られ た 理由 な の で す 。 























@ 飲食 物 の 本 来 の 性 質 : 





飲食 物 の 本 来 の 性 質 は 合法 性 で す 。 
え に 肉 、 殻 物 、 果 実 、 蜂 蜜 、 乳 、 ナ ツメ ヤシ の 実 な ど 、 害 悪 の な い 清 浄 な 全て の 飲食 
物 は 合法 な の で す 。 
一 方 (イス ラー ム 法 に 則っ て 層 殺 1 され な か っ た ) 死体 や 流れ た 血液 な どの 不浄 な 物 や 、 
毒物 や 酒類 、 マ リフ ァ ナ な どの 麻薬 類 や 煙草 な ど 有 害 な 物 は 禁じ られ ます 。 と いう の も そ 
れ ら は 悪い 性 質 を 有 し 、 身 体 や 財産 や 理性 に 害 を 及ぼ すか ら で す 。 

















































































































まし く は この 次 の 主題 で ある 「 層 殺 」 の 項 を 参照 の こと 。 
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1 訳者 注 : 


@ 食事 に 招待 され た 者 が する こと : 





1 一 ムスリム が その 同胞 で ある ムスリム に 食事 を ご 馳走 され た ら 、 そ の 詳細 - それ が 合法 
な 材料 か ら 作 られ た か どう か と いっ た こと な ど - に つい て は 誠 ね る こと な くそ れ を 口 に す 
る こと が スン ブナ? で す 。 飲料 に つい て も 同様 で す 。 
































2 一 自慢 や 名 声 、 見 栄 な どの た め に 衰 午 な 接待 や ご 馳走 を 競い 合う よう な 輩 の 招待 は 、 応 
じ る 必要 も な けれ ば 食べ る 必要 も あり ませ ん 。 
































@ ナン ツン メ ヤシ の 実 の 徳 : 











ナツ メ ヤ シ の 実は 、 最 良 の 食事 の 1 つ で す 。 これ が 備え られ て いる 家 は 飼え る こと も な 


























く 、 ま た 毒 や 魔術 に も 効能 が あり ます 。 最 善 の ナツ メ ヤ シ の 実は マデ ィ ー ナ 産 の も の で 、 
特に デア ジュワ と いう 種類 の も の が よい と され ます 。 











サ ア ド ・ ブ ン ・ ア ビー・ ワ ッ カ ー ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た * 毎朝 7 粒 の アジ ュ ワ を 
食べ る 者 は 、 そ の 日 毒 や 魔法 に 置 さ れる こと が な いで あろ う 。" 」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ム ス 


リム の 伝承 3 












































⑯ ナン メ ヤ シ の 実 の 利益 の 数 々 : 





ナツ メ ヤ シ の 実は 肝臓 を 強く し 、 気 性 を 和らげ 、 血 圧 を 下げ る と 言わ れ ま す 。 ま た 身体 
の 栄養 補給 に お いて 最も 優れ た 果実 で 、 糖 分 を 多量 に 含み 、 そ れ を 貴 液 と 共に 摂取 する と 
寄生 虫 を 排除 する と も 言わ れ ま す 。 ナ ツメ ヤシ の 実は 果実 で も る と 共に 食事 で あり 、 ま た 
楽 で ある と 共に 菓子 で も ある の で す 。 












































































































































@ 古い ナツ ン メ ヤシ の 実 を 食べ る 時 は それ を よく 
ES ます 


呈 田 





べ 、 虫 な ど が いた ら そ れ を つ 3 す よ 
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@ 食す る こと が 禁じ られ る 動物 は 、 以 下 の 3 種 類 の も の を 除い て 幽 不 浄 で す : 

















人 間 o 

昆虫 類 の よう に 、 魂 の な い 生き 物 。 但 し 不浄 性 を も た ら す ゴキ ブリ の よう な も の は 別 
で あり 、 そ れ は 生死 を 間 わ ず 不 浄 で ある と 見 な され ます 。 

釘 や ロバ の よう に 、 身 近 に いて その 接触 を 阻止 する こと が 困難 な も の 。 但 し 犬 は この 




































































2 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド (後に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 

能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏 紅 す る べき で ある と され て いま す 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5445) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2047)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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限り で は あり ませ ん 。 


@ 動物 や 鳥 類 の 中 で 禁じ られ る も の : 





これ に は いく つか の 範 叶 が あり ます : 





家畜 用 ロバ や 腔 など 、 イ スラ ー ム 法 源 に お いて その 悪性 が 明示 され て いる 全て の も の 。 
牙 を 有する 全て の 猛獣 や 物 爪 を 有する 全て の 猛 信 類 の よう に 、 イスラーム 法 源 に お い 
て その 種類 が 明示 され て いる 全て の も の 。 

ネズ ミ や ある 種 の 尼 虫 の よう に 、 そ の 悪性 が 周知 の も の で ある も の 。 

排 洪 物 の よう な 不浄 な 物 を 摂取 する 動物 の よう に 、 悪 性 に 影響 され て いる も の 。 

蛇 や サソリ の よう に 、 イ スラ ー ム 法 源 に お いて 殺す こと が 命じ られ て いる か 、 あ る い 
は ヤツ ガシラ や モズ 、 星 や 剛 や 蜂 な どの よう に 殺す の を 禁じ られ て いる も の 。 

カラ ス や ハゲ ワシ の よう に 、 死 体 を 主食 と する も の 。 

ラバ - 雄 ロ バ と 雌 馬 が か け 合 わ さ れ た も の - の 様 に 、 合法 な も の と 非 合 法 な も の の 中 
間 の も の 。 
アッ ラー の 御名 が 唱え られ ず に 層 殺 され た も の の よう に 、 和 れ た も の を 死 肉 。 
盗難 品 や 略 礁 品 の よう に 、 イ スラ ー ム 法 が その 取得 や 摂取 を 許可 し な いも の 。 













































































@⑯ 食用 を 禁じ られ る 動物 の 種類 : 











ライ オン 、 虎 、 狼 、 苑 、 犬 、 狐 、 山 猫 、 ワ ニ な どの 攻撃 用 の 牙 を 有する 肉食 獣 は 食用 を 
禁じ られ ます 。 但 し ハイ エナ 4 の み は 例 外 で 、 合 法 で す 。 



































@⑯ 食用 を 禁じ られ る 鳥 の 種類 : 


頑 や 鷹 、 ト ン ビ や フク ロウ な どの 狩猟 用 の 物 爪 を 有する よう な 猛 信 類 は 、 食 用 を 禁じ ら 
0 まゆら 

また ハゲ タカ や カラ ス 、 ヤ ツガ シラ の よう に 死 肉 や ご み を 主食 と する 類 の も の も 、 そ の 
食用 を 禁じ られ ます 。 
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人 @ 法 的 に 食用 可能 な 動物 及び 鳥類 : 














1 一 前 述 し た 類 の も の と 、 そ れ に 類似 し た も の 以外 の 全て の 陸上 動物 は 食用 可能 で す 。3 
論 の こと ラク ダ 、 和 牛 、 羊 と いっ た 家畜 の 肉 も 合法 で す 。 
また 野生 の ロバ 、 馬 、 ハ イエ ナ 、 ト カゲ 5、 野 生 、 ヤ ギ 、 レ イ ヨ ウ 、 ウ サギ 、 キ リン な ど 









































4 訳者 注 : 大 半 の 学者 は 4 大 スナ ン に 収録 さて れん た ジャ ー ビ ル が 伝え る 真正 な 伝承 を 根拠 に 、 ハイ エナ の 肉 
を 食べ て も 問題 は な いと いう 見 解 を 示 し て いま す 。 
5S 訳者 注 : イ ブン ・ ウ マル は 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が トカ ゲ の 了 肉 に つい て こう 
言っ た と 伝え て いま す :「 私 は それ を 食べ な い が 、 禁 じ も しない 」( サ ヒー フ ・ ム スリ ム )。 
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と いっ た 動物 を 含む 、 全 て の 動物 は - 攻撃 する た め の 牙 を 有 し て いな いこ と を 条件 に - 合 
法 で す 。 























2 一 また 鳥類 に 関し て も 凌 、 ア ヒル 、 ダ チョ ツウ 、 鳩 、 雀 な ど 、 前 述 し た も の 以外 の も の で 
あれ ば 全て 合法 で す 。 






































イブ ン ・ ア ッ パ バー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 牙 を 持つ 全て の 動物 と 、 釣 爪 を 持つ 全て の 鳥類 (の 
食用 ) を 禁じ まし た 。」( ム スリ ム の 伝承 6) 









































3 一 水中 で し か 生活 出来 な いよ うな 水生 生物 は 、 そ の 大 き さ の 大 小 を 問わ ず 全 て 合法 で す 。 
これ に 関し て は 、 例 外 は あり ませ ん 。 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抱 (イフ ラー ム に 
ある 者 も 、 そ う で な い 者 も ) あな た 方 に は 海 (や 湖 、 河 川 な ど ) で の 狩猟 と 、 そ れ を 食べ 
る こと が 許さ れん た の だ 。 (それ は 定住 者 で ある ) あな た 方 と 、 旅 行 中 の 者 へ の 恩恵 で ある 。 
(クル アー ン 5 : 96) 























⑯ 食す る こと が 禁じ られ る も の : 


1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 ( 必 ら れる 際 に ) アッ ラー の 御名 が 唱え られ な か 
っ た も の (動物 の 肉 ) は 、 食 べ る の で は な い 。 実に それ は 真理 か ら の 人 逸脱 で ある 。 四 ( ク 
ルアー ン 6 : 121) 











2 一 双 高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 釣 あ な た 方 に 禁じ られ た も の は 、( イ スラ ー ム 法 に 
則っ て 層 殺 され な か っ た ) 死体 、( 流 れる ) 血液 、 豚 肉 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 名 に お いて 届 ら れ 
た も の 、 絞 殺さ れ た も の 、 撲 殺し た も の 、 転 落 死 し た も の 、 突 き 殺 され た も の 、 獣 に 食い 
殺さ れ た も の で ある 。 但し (それ ら が まだ 人 息 の あ る 内 に ) あな た 方 が 止め を 刺し た も の は 、 
その 限り で は な い 。 ま た 偶像 に (捧げ る た め に ) 層 ら れ た も の と 、 ア ル テ ア ダラ ー ム スム 7 で 分 
配 す る こと も (禁じ られ て いる )。 路 (クルアーン 5 : 3③ 








@⑯ 生き た まま 解体 され る よう な 動物 は 、( イ スラ ー ム 法 に 則っ て 層 殺 され な か っ た ) 死体 
と 見 な され ます 。 そ の よう な 肉 の 食用 は 禁じ し られ ます 。 























@ 死体 と 血液 の 内 合法 で ある も の : 





(イス ラー ム 法 に 則っ て 層 殺 され な か っ た ) 死体 や 流れ る 血液 は 、 ど ちら も 食用 を 禁じ 
られ ます 。 但し 次 の 伝承 で 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 例外 と され た 
も の は 、 そ の 限り で は あり ませ ん 。 

































































6 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (19324) 。 
7 訳者 注 :「 ア ル テ ア ズラ ー ム 」 と は 、 当 時 賭け 事 や くじ 引き に 使わ れ て いた 火打 石 の こと で ある と 言わ 
れ ま す 。 
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「2 種類 の 死体 と 2 種類 の 血液 は 、 私 た ち に と っ て 合法 で ある : (それ ら は つま り ) 急 と 
イナ ゴ 、 そ し て 肝臓 と 腫 臓 で ある 。」( ア フ マ ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 8) 








@ 食用 油脂 に 関し て : 














油脂 や 油 、 ゼ ラチ ン な ど が 含ま れる 食べ 物 や 菓子 類 な ど は 、 そ れ ら が 不浄 な 物質 と の 混 
合 物 で は な い 植 物 由 来 の も の で ある 限り 、 合 法 で す 。 そ し て も し それ ら が 朋 や (イス ラー 
ム 法 に 則っ て 層 殺 され な か っ た ) 死体 な ど に 由来 する も の で あれ ば 、 禁 じ ら れ ます 。 

それ ら は 合法 な 動物 に 由来 する も の で 、 か つ そ の 動物 が イス ラー ム 法 に 則っ た 方 法 で 選 
殺さ れ 、 か つい か な る 不浄 な 物質 と も 混合 し て いな い 場 合 で ある 限り に お いて 合法 と な る 
の で ず 。 



















































































@⑯ 汚い 物 を 食す る 動物 を 食べ る こと に 関し て : 





不浄 な も の を 主食 と する 動物 や 鳥類 は 、 そ れ に 乗る こと も 、 食 用 と する こと も 、 ま た そ 
の 乳 を 飲む こと も 、 そ の 卵 を 食す る こと も 禁じ られ ます 。 

但し それ を 拘束 し て 清浄 な 食事 を 与え 、 そ れ 自 身 も 清浄 に な っ て きた と 思え る よう に な 
っ た 時 、 初 め て 合法 と な り ま す 。 
























































⑯ 非 合 法 な 飲食 物 が 合法 と な る 時 : 


毒性 の ある も の で な いこ と を 条件 に 、 そ れ を 摂取 し な けれ ば 生命 に 関わ る よう な 状況 と 
な っ た 場合 、 非 合法 な 飲食 物 は 合法 と な り ま す 。 但 し その 摂取 に お いて 、 度 を 越し て は な 
り ま せん 。 























至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 あ な た 方 に 禁じ られ た も の は 、( イ スラ ー ム 法 に 則っ 
て 層 殺 され な か っ た ) 死体 、( 流 れる ) 血液 、 豚肉 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 名 に お いて 届 ら れ た も 
の で ある 。 し か し や む を 得 な い 状 態 に ある 者 は 、( そ の 摂取 に お いて ) 度 を 越 さ ず 、( そ れ 
を 口 に する の は 、 他 に 合法 な も の が な い 場 合 の み で ある と いう ) 法 を 超え な い 限 り に お い 
て (それ を 口 に し て も ) 罪 は な い 。 実 に アッ ラー は お 示し 深く 、 慈 悲 深い お 方 で ある 。 四 
(クル アデ アーン 2 : 173) 


@ 酒類 に 関し て : 

















1ー イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 本 町 を 催さ せる も の は 、 全 て 酒 で ある 。 そ し て 本 町 
を 催さ せる も の は 、 全 て 非 合 法 で ある の だ 。」( ム スリ ム の 伝承 9 




































































8 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (5723)、 ス ナン ・ イ プン ・ マ ー ジ ャ (3218)。 文 剖 は アフ マ ド の も 
の 。 アッ テス イル スイ ラ ト * アデ アッ テ サ ヒー ハ (1118) 参照 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2003)。 
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2 ウィル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 





平安 あれ ) は 言い ま 



































の ある 席 に 














な い 。」 (アフマド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 1) 


人 @ 飲酒 し た 者 の 六 : 


1-ー イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 




















を 催さ きせ る も の は 





と も な く 死 ん だ 者 は 、 来 世 
リー と ムスリム の 伝承 せ ) 


2 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 【 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い ま 
IE 
と * アデ ッ テー の 使徒 よ 、 忌 
と? 地獄 の 民 の 汗 、 























な され た 。" ( 教 友 た ち 
本 ee 





スリ ム の 伝承 1) 


@⑯ 沿 類 に お いて 呪 わ れる 者 た ち 


アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 


( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 は 酒類 に 関し 、10 種 の 者 を 呪い まし た : 





















































に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 
日 を 信じ る 者 は 、 酒 




























































































こよ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 


に: 本 町 を 催さ せる も の は 、 全 て 酒 

















まわ 3 








る 物 と 造ら せる 者 。 そ れ を 邊 む 者 と それ を 運び 、 ま た 運ば れる 3 タ 
者 と 売る 者 、 及 びそ の 値 か ら 利 を 得る 者 。 それ か ら そ れ を 買う 者 と 、 そ れ を 買わ せ た 者 」 ( ア 
ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 3) 














Eb リデン 


















































いて は な ら 


に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
こ :「 杉 町 を 催さ せる も の は 、 全 て 酒 で ある 。 
、 全 て 非 合 法 で ある 。 現 ] 
に お いて それ を 


そし て 本 町 


[で 酒 を 飲み 、 そ れ を 止め る こと も 悔 悟 する こ 
に する こと が な いで あろ う 。」 (アル テニ プ ブ ハ ー 





( 彼 に アッ ラー 
で ある 。 僅 大 か 








史 と は 何で すか ?” 
ある い は 地獄 の 民 の 体液 で ある 。" 」( ム 


ラー の 使徒 
それ を 人 造 








E エ の 者 。 そ し て それ を 注ぐ 


@ ナビ ー ズ と は ナツ メ ヤ シ の 実 や 干し 共 入 など を 水 に 入れ 、 そ れ に よっ て 塩味 を 抜き 14、 





か つ 甘 み を 付け た も の で す 。 こ れ に つい て は 本 














し な いこ と を 条件 に 飲む こと が 合法 化 さ れ ま す 。 





@⑯ 人 の 物 を 許可 な く 拝 借 す る こと が 許さ れる 場合 : 




















10 真正 な 伝承 。、 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (125) 、 
も の 。 イ ル ワ ー ウ ・ ア ル テ ガ リー ル (1949) 参照 。 
11 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5575) 、 
12 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2002)。 

13 良好 か つ 真 正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ル ミズ ィ ー (1295) 、 
文章 は アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の も の 。 

14 訳者 注 : マッ カ や マデ ィ ー ナ の ある 、 














サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2003)。 


預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 


ジャ ー ス 地方 は 、 水 の 塩分 が 高く 苦味 が 強い こと で 知ら れ て いま す 。 





本 し た り 、 あ る い は 3 





スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2801)。 文章 ( 





F 安 あれ ) が 人 


日 以上 放置 し た り 

















アフ マ ド の 


文章 は ムスリム の も の 。 


スナ ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3380)。 


E ん で いた ヒ 




































































飼え た 者 が 木 に 生 っ て いる 、 あ る い は 木 か ら 落ち て いる 果樹 園 の 果実 を 見 つけ た 場 
も し その 果樹 園 に 棋 も な く 、 ま た 誰 も 見 て いな いよ うだ っ た ら 、 そ れ を 食べ て し まう 
が 出来 ます 。 但 し その 場 か ら 持 ち 帰 っ た り し て は な り ま せん 。 
一 方 差し 迫っ た 必要 性 も な くそ の よう な 物 に 手 を つけ た 場合 、 そ の 額 の 倍 の 神 金 と 懲罰 
が 科せ られ ます 。 


ズ ト 
ロ ュ ヽ ュ 
ーー 
ヽ 一 


員 
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@⑯ 非 合 法 な 食器 や 容器 で 飲食 する こと に 関し て : 


金銀 、 あ る い は それ ら が 上 塗り され た よう な 食器 や 容器 で 飲食 する こと は 、 性 別 を 問わ 
ず 禁 じ ら れ て いま す 。 禁 じ ら れ た 飲食 物 を 摂取 し て いる 者 の だ ゥ デー (祈願 ) は 応え られ 
誠人 雇 回 に WP が 7 の 
































@ 飲食 物 の 中 に ハエ が 落ち た 時 の スン ナ : 








アブ ー・ フ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た (飲食 物 が 入っ た ) あな た 方 の 容器 に ハ 
エ が 落ち た ら 、 そ れ を 一 旦 全部 沈め て か ら 取 り 除 ける の だ 。 と いう の も その 一 方 の 羽 に は 
癒し が 、 そ し て も う 一 方 に は 病気 が ある か ら な の で ある 。"」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 15) 


















































15 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5782)。 


